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編　　　　　議

本試験において従米我周で行われていない恥本法．ルぴ

に盛土法にエる台木の繁殖を試みたが，窄易【仁しかも発

育良好を揃った台木の得られたことが知られた，

繁蠣方法としては挿木．噸木．株分け等いろいろある

が，勿論本邦で広く用いられ．かつ神木の容易なマルバ

カイドゥに比較すれば多少労力を妾するが，和人された

貴重を台木から早期に多量の個体を得るためにはこゝで

実施した方法が適していると思われる．

E〟系統の繁殖の維易については欧米並びに最近の青

森県少んと試験助における粘黒と大体一致するが，】Xに

ついては一般に他の系統に比較して繁増力が劣るとされ

ており．当結果と一致しなかった．

このことは磯勢な台木に接いだことによって生育の旺

盛を由木が得られ．側枝の多数の発生をみたことによる

ものと考えられる．
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今后は他の方法による繁相法を検討するとともに．その

能率的方法についても検討したレ．

りんご「斑点性落葉病」の初期防除の効果について

大　　泉

（宮城県農就）

1．　ま　え　が　き

本病の防除につhては，農薬の探索が行われているが．

複か防除効果の充分と思われる薬剤は見出せない．

この地合，農秦の探索も必費であるが．主点とすべき

防除時期を考えて，蓑屯時での病原野庭の低下を計るこ

とが考えられ，以下発生消長調査及び薬剤防除試験から，

重点防除時期について検討した．

2・　早：験　方　法

実験1　発生消良調査

普通栽培の印度圃場蟄用い，毅歯剤の敷布は省略した．

（1兆1年及び1減年）

t A勿〝Wr〃属歯の胞子飛散消長調査

高さ150血の簡易胞子採集器（1基スライド4枚収容

）2基青設置（■成年：8枚収容ト1日おきに．18〉く18

¶内の胞子附着故を調べた、

乙　秦上病斑の発病消乾朋査

3樹について，1樹当少は折相を任意抽出し，病葉及

び病風致を調べた．

康

a　果実への侵入時期調査

防菌二重免を用い，5月15日から8月24日まで10

日間隔の防除法にエ少調べた．

実験2　防除試験

L　初期防除と後期防除との関連について

スターキング・デリシャス（5年生）を用い．落花後

から落花釦8後迄．5月16日．彷日．6月7日の8回水

銀剤及びファーパム剤を散布し，以後6月6月旭日，7

月8日．ほ日．節目，8月16日の5回．4－は式鹿摩ボ

ルドー粁モ散布した．

さ．結果及び考察

実験1　発生消長調査

L．動地Ⅶ両〃属菌の胞子飛散

’61年においては．第1図に示す過少である．5月7日

よ少検鏡しているが，すでに胞子の飛散が見られ，降

雨につれて梱すが，6月中旬に第1回目のヤーを†Fつて

いる．のち7月下旬から8月上旬にかけて飛散は頂点に

連している．8月後半少くなるが，9月中旬，8回臼の

やせが見られる．
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第1図　胞子飛散消掟（1％1生）

’成年化かいては（省略ト　5月1日よ男顔鋭してい

るが，同陸に開花中の飛散が見られ．6月の5、6半毎

に一時少くなるが4、5半句頃から7月1・、2半句にか
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け乱回目のやでが見られる・さらに8月に入って4、5

単軌　9月に5、6半句にやでがあり・10月に入ると飛

散は下降するが5、6半句でさらに押してレトム・飛散の

偵点は．9月にあるが生育初期での飛散は降雨後に多く■

胞子飛散量と降雨（空中湿度）の関連が深いと考えられ

る．

え　奏上病薫の発病消長

，61年で第1表に示す通りである・はじめ緩慢である

が．6月に入って急激な上昇を示し，6月下旬は一一時停滞

しているが．7月に入ってさらに病風教を増し．落葉が

見られる．これ比，胞子飛散と密接な関係があわ・■成

年（省略）においても，6月半ばにして急激を性病葉率

の上昇が見られ蔓延のやせを作っている・7月下旬には・

落葉を稗している．・

第1釆　葉上柄斑の発病消長（韮裕1年）

縦病程度（病見放）
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8　果実への侵入時期

鹿央は第2医に示す過少である・すなわち．5月16－2

5日除袋区で惟病巣が見られるが．6月15－雄一7月4

日かエぴ8月8－14－出目で卵％を上tわる催病巣が見

られる．葉上病苑の消長と同様に胞子飛散に関達し・6

月に入って大きな感染のやで衆作っている・をか全期間

被袋区は9．⑩％であった・
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第2図　侵入時期別雁病巣率

以上本病発生の季節的消長を知る意味で．本病病原菌

としてA勿ダ仰山　厩菌の空中胞子飛散量の増減を調べ

たが，開花期にすでに飛散が観察されて，特に降雨後で
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多く，降雨（空中湿度）が胞子形成にかな少有刺と患わ

れる．特に生産初期ではそうであれ　6月に入って飛散

のやで竜作っている．同時に．葉上病鼠の消長とは，供

試園では比較的野護にこれと同じにして増加し・’飢年

’位年とも5月1半句には郡期病斑が見られて．6月に

入って急激な上昇計示し，第一次の発生期になっている・

本病は．稟令の若い捏発病し易い傾向を示すが・この期

は次々に展葉する時であれ　かな力強く感染の危機にあ

ると考えられる．又，果実への侵入の時期としても1つ

のヤ亨が見られる．・いわゆる落花直後から落花初日でて

が重要と考えられる・

実験2　防除試験

1　初期防除と後期防除の関連について

落花直後から落花即日後でで水銀剤及びファーバム剤

徴．以後4－12式ボルドー液を散布した結果は，第2乗

の通力である．

すなわち，6月14日調査で，初期の防除の効果を見る

と，フミロン区は7．19％．ノックメート区で∵は・鶉鞄の

催病率を示し．後者で生育初期の防除として効果が低い

が．ボルドー液に切換えた後の弟2章観盛期の頃の8月
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第2表　初期防除と後期防除との馳連について
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16日の調査では・前者祖3界に対し－後者では詔．彪目釘
の性病率を示している．

すでに・一卯年（省略）に■薬剤防除効果の試験で．

水銀剤及び4－は式凛厚ボルドー液が期待されたが，落

花訪日後までの生胃初期無防除として．以後4－は式ボ

ルト‾液を散布した地合（’仇年一省略）では．2回散

布後の6月は日には．初期水銀剤散布区で孔18界の性病

率を示したの忙対し．無散布であるボルドー区で仕．

62・80％とひらさを作ったが．8月9日の調査で．前者

54・11％の俺病率，乱靭頂の落葉率旺対し．後者は．

76・27乳及び12・94％を示し．4－は式の胞渾ボルドー

液費しても・抑え得をかった・又’位年（省略）に，生
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胃初期の落花直後から落花諷日後tでに，効果のあった

水銀剤を散布し重点防除として病原密度の低下を打力．

以後4－は式戯厚ボルドー液を散布し．そのでゝ維持し

たところ，効果虻・他の同時に供試した7薬剤を連続散

布した区よカも安定した効果を示し良好であった．

4．　ま　と　め

生育初期・落花直後から落花恥日後までを初期の防除

期間として生育期の薬剤散布の重点防除時期としたい．

又・蓑征後期は・果実感染とあわせ処置が必要と考えら

れるが，これは残された向屯である．

りんごのヤケ防止剤StopScaldに関する研究

畑貝節斉・綿正治・小原信実・渡辺政弘．花田誠

（青森県少んと試）

1・　ま　え　が　き

少んとの貯蔵中に発生するヤケ病は生理的貯蔵障害で．

これが発生すると商品価値を著しく低下せしめる．これ

を化学薬品によβ防止する試験は1鋸6年ぶ血仇〝氏にユタ

行われて以来種々なる薬品が利用されたれlハづれも卓

越した防除効果を有するものがなかった．本報告の

ぶ叫ぶ劇は・初め江別血叩血又はE勅柳血　と呼ばれ．

アルファルファのカロチニ／酸化防止剤として使われてい

たもので．主成分は．6－エトキシー1．2デイハイドロー

2、2・4－トリメテールキノリンである・1別汀年米国の

∫md氏が少んとのヤケ防止に本則を1川場－2，㈱♪小用

で使用したところ効果が謎められ■1減年よ少5叫∫針

必として販売されるに至った・その後漸刷厄．古め研げ，

∫ぬめれ氏等によ少その試験結果が報じられている．

我が国におhては1弧年よ少高森産業〝．方の提供によ


